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戦時期といえども﹁最後まで国営映画会社をもたなかった日本では︑実質的な動員装置として機能したのは劇映画製作会社を中心とする映画産業﹂であり︑反面︑政府が映画産業に資金援助を史上一度もしてこなかった結果︑国民 装置 して機能するはずの﹁シネマ﹂は︑一般観客に人気 ある︑国策 とは対極にあった娯楽映画によっ 支持され︑またこういった構造 中で画は完全に統制の圏内に取り込まれてし う とはなかっ と結論づけている︒こういった論理が成り立つならば 当時の日本画を先述した敗戦後 見方 摺り合わせて考えること それ自体が疑問視されるべきだったのではないだろうか︒
　私はドイツでの学術出版の事情についての知識はないが︑本書
はおそらく一般の読者が購入できる額 本ではないだろう︒むしろ︑大学図書館を中心とした公共施設向け いわゆ 研究書だそのようにこの 籍の出版コンテクストを仮定するならば︑この書籍の価値に対して違った見方ができ だろう 先述 お
書評
203
いずれの章も彼のリサーチ力を証明しており︑そこで繰り広げられる歴史検証力には信頼がおける︒おそらくこの時期の日本映画史研究を今後行う際︑こ 本に言及しないわけにはいかないだろう︒しかし同時に︑一体この本がどれだけの数の読者に読まれることになるのだろうかと想像 耽る︒日本映画 研究 いる学者︑ れから研究す 大学院生︑ごく少数かもしれ が同時期のグローバル・シネマや︑国家政策とポピュラー文化と 関係性に関心のある学者が︑比較文化あるいはトランス・ナショナルなアプローチを行う際に言及するかもしれない︒著者が長年か て紡ぎ上げてきたこのすばらしい 書 徹底したリサーチに基づく史実の数々は威光 放っているとさえ言える︒ かし その読者数は限られているだろう︒
